ago()
現在時刻を基準に、指定した時間単位分だけ過去の時刻を返します。
構文
ago("NUM{y|mon|w|d|h|m|s}")
必須パラメータ
NUM{y|mon|w|d|h|m|s}
s（秒）、m（分）、h（時）、d（日）、w（週）、mon（月）、y（年）のいずれかの単位で指定します。
使用例
2019-04-26 14:31:21 を基準とした例です。
json "{}" | eval adjusted_time=ago("3d") => 2019-04-23 14:31:21

json "{}" | eval adjusted_time=ago("5m") => 2019-04-26 14:26:21

json "{}" | eval adjusted_time=ago("13h") => 2019-04-26 01:31:21

json "{}" | eval adjusted_time=ago("1y") => 2018-04-26 14:31:21
